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たくさんの団体が集団回収を
実施し、ごみ減量や資源化へ
の取り組みに協力いただいて
います。皆さんもぜひ、はじ
めませんか。
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令和３年度実績
団体区分 団体数 回収品目 回収量（㎏）

PTA 28 新聞 263，280
子ども会 18 雑誌 303，750
自治会等 16 段ボール 197，660
そのほか 4 衣類 26，750

 環境課（クリーンセンター内）78-9999問

資源ごみ集団回収
奨励金制度を活用ください

１日あたりのごみの排出量目標値：１人４１２g
９月の 1 日あたりのごみ排出量：１人４５３g（４３g）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※（　）内は前月比

目標値達成まで、1 日卵約１個分のごみを減らそう！

みんなで家庭ごみ減量チャレンジ！

目標値
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１人１日当たりの家庭系可燃ごみの排出量推移
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　資源ごみ集団回収とは、PTA や子ども会、自治会、近所同士のグループなどで、家庭から出る資源
（古紙など）を集めて回収業者に引渡し、資源として活用できるようにするリサイクル活動です。　

市では回収量に応じて奨励金を交付する資源ごみ集団回収奨励金を交付しています。制度を活用し、
資源ごみ集団回収をはじめませんか。

【対象となる団体】
PTA や 子 ど も 会、 自 治 会、
近所同士のグループなど

【対象となる回収品目】
新聞 ､ チラシ、雑誌、段ボール、衣類

①グループを作る
社会教育関係団体および営利を目的としないお
おむね 10 世帯以上のグループを作成。
②グループで決める
回収の方法、品目、実施日、場所をグループで
決定。決定した事項を団体登録・実施計画様式
に記入し環境課に提出。

回収前にすること

資源ごみ集団回収を実施する４つのメリット

奨励金制度利用には事前登録が必要です

申

　 地域や団体の実情に合った活動ができる
回収品目や回収日を各グループで決めることが
できるので、地域や団体の実情に合わせること
ができます。

　 地域コミュニティの活性化につながる
地域の住民や仲間同士で協力して回収作業を行う
ことで、地域内の親睦・交流を深めることができ
ます。

　 市から奨励金がもらえる
回収量に応じて市から奨励金を交付します。地
域や団体の活動費などに活用ください。

　 ごみの減量と資源化の促進につながる
資源の分別意識が高まることで、ごみの減量お
よび資源化の促進につながります。
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